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持続可能な物流に向けて

２０２０年１０月５日
（一社）日本物流団体連合会

宿谷 肇

第４回「２０２０年代の総合物流施綱大綱に関する検討会」説明資料
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物流連の紹介①

▢名称 一般社団法人日本物流団体連合会

▢設立 平成３年７月８日（同年９月９日登記）

▢会員数 ９５者（８１企業、１４団体）

▢目的 陸･海･空の物流事業者が広く結束し、物流業に係わる横断的
課題について施策を確立し、これに推進すること等により
物流業の健全な発達に資すること

▢運営体制
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・人手不足問題への具体的対応策のほか、経営上ﾘｽｸとなる諸問題の調査研究

・例：中山間過疎地の物流（2014）、労働力問題小委員会（2015)、ﾕﾆｯﾄﾛｰﾄﾞｼｽﾃﾑ（2015-16）、ﾃﾚﾜｰｸ（2017）、
シニアの活躍推進（2018)、自然災害に対応したBCP（2019）、外国人材勉強会（2019～）

・より環境にやさしい鉄道・ﾌｪﾘｰ輸送への転換、輸送ｼｽﾃﾑ構築の普及促進

例：物流環境大賞（1999～）、ﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ取組優良企業表彰（2014～）、大規模施設対策(2015), GLP、Tokyo2020

・ﾏﾚｰｼｱ、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ等の東南ｱｼﾞｱ、ｲﾝﾄﾞなど海外進出に向けた実態調査の実施
・ｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝ国際標準化の議論への参画

例：国際ＷＧ（2012～）、海外物流実態調査（ﾀｲ、ﾐｬﾝﾏｰ、ﾍﾞﾄﾅﾑ等（2012～）、インド（2017～））

・物流業について、広く社会から理解されるよう、若い世代に向けたＰＲ活動、学校業
教育における充実

例：大学寄付講座（1999～）、物流業界ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ（2014～）、物流業界研究ｾﾐﾅｰ（2015～）

・陸、海、空の業界横断的なテーマについて調査研究、施策の審議、推進
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基本対策委員会

人材育成・広報委員会

国際業務委員会

物流環境対策委員会

経営効率化委員会

（環境負荷低減への取組みを奨励）

（我が国物流企業の国際展開に資するための施策実行）

（労働力不足対策/物流の生産性向上を目指した取組み）

（物流業界を等身大で見て頂くための施策実行）

（官民連携、業界全体での情報共有、施策の展開）

物流連の紹介② 主な委員会活動について
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2018/5/24 ALCﾈｯﾄﾜｰｸの会 講演資料

検討会に向けて

１、現状の捉え方
２、あるべき方向性
３、実現に向けての方法論

http://www.butsuryu.or.jp/
http://www.butsuryu.or.jp/


4Copyright©2020 JAPAN ASSOCIATION FOR LOGISTICS AND TRANSPORT

2018/5/24 ALCﾈｯﾄﾜｰｸの会 講演資料

１、現状の捉え方① 物流業を取巻く環境変化

転換期こそ大きな変革も・・・、後戻りしない

持続可能な新しい時代の物流確立へ！

経済・社会
•少子高齢化、
人手不足（雇用ﾐｽﾏｯﾁ）

• ＥＣ市場拡大

•新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ、

• ﾃﾚﾜｰｸ

•非接触

•東京２０２０

環境
•地球温暖化

•ﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ

•資源ﾘｻｲｸﾙ

•自然災害

荷主・社会・消費行動の変容

・生産・在庫拠点の多様化（BtoB)

・一定ﾚﾍﾞﾙのｽﾄｯｸ保持(-〃-)

・小ﾛｯﾄ・多品種化（BtoC)

・消費ｽﾀｲﾙの変化（EC市場の拡大）

・新しい生活様式（非接触・非対面）・・・

•ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃィ推進

•過疎地の物流維持・確保

国際情勢
•自国主義、分断化

•世界的な新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ蔓延、ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ減少

•景気の不確実性の高まり
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１．長距離ﾄﾗｯｸﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ不足
・１０年で約２２％減少（2009～2019年末）
（３７５万人→２８４万人、第一種大型免許保有者数）
・５０才以上が約半数（48.4%)と高齢化、20～30代の若年層半減

運転免許統計より作成

２．ﾄﾗｯｸ・倉庫、ばら手荷役
・若者はついてこれない？敬遠されるばらカートン。
・発荷主パレットから、配送センターのカゴ車へ・・・。
・自動倉庫、前後は手荷役？

４．ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ取組み（ｼﾆｱ・女性活躍等）
・労働集約型？ 他産業と比べて低い女性進出
・テレワーク化の遅れ
・女性活躍推進

※出典：総務省、女性活躍の推進に関する政策評価（H31.3）

５．新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ
感染症

３．再配達、配送ｾﾝﾀｰ仕分け

・EC市場の拡大（ネット通販、巣ごもり消費）

・大型連休、夜間、留学生アルバイトが貴重な戦力

省人化・自動化が急務、
そして非接触技術！2018/5/24 ALCﾈｯﾄﾜｰｸの会 講演資料

１、現状の捉え方② 進まない？物流の課題解決

この１０年で起きてい
ること・・・。

女性労働者比率 女性管理者比率

運輸・郵便 14.3% 3.2%

全産業平均 32.7% 11.1%
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2018/5/24 ALCﾈｯﾄﾜｰｸの会 講演資料

１、現状の捉え方③ 会員ｱﾝｹｰﾄＱ＆Ａ（2020.8～9月、集計中）

Ｑ10 .  ウィズ／アフターコロナ禍の物流業経営、
どのような対応が必要とお考えですか？

非接触・省人化・自動化に活路

１、荷主企業に対して

•検品の簡素化

•納品時間の柔軟化

• ﾊﾞﾗ積からﾊﾟﾚｯﾄ化

•納品書等の電子化

• ﾊﾟﾚｯﾄ規格の標準化

•出庫翌日の商品必着
を減らしたい

２、非接触型、省人
化、自動化システム

• AGV(自動搬送機)導
入

•隊列走行による輸送
効率化

• AIによるﾌﾞｯｷﾝｸﾞ自動
化

３．運賃、賃金見直し

•国主導によるﾄﾗｯｸ運
賃の適正化、過当競
争の防止

•乗務員の賃金等、人
件費の上昇避けられ
ない

４．事務効率化

• ﾃﾚﾜｰｸできるよう書
面電子化

• ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染発生
時のｻﾃﾗｲﾄオフィス

• RPA活用等による事
務処理の自動化

Answer.
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２．あるべき方向性① 物流標準化の推進
〇トラック幹線輸送における手荷役実態アンケート調査報告書を取りまとめ（Ｈ２８．７月）。手荷役料金の収受、
パレット化率向上等、物流事業者間の取組みに限界、発着荷主の理解と協力の重要性について問題提起・提言。

〇パレットはせめてJIS・ISO規格に準拠とし、コンテナも統一化・標準化が進めば、サプライチェーンごとに段ボール箱
（外箱）標準化も可能。

出典：国土交通省
加工食品分野における物流標準化
アクションプラン（概要②）
2020.3.27

出典：ﾕﾆｯﾄﾛｰﾄﾞ取組み背景について
（H28.5月）
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2018/5/24 ALCﾈｯﾄﾜｰｸの会 講演資料

２．あるべき方向性② デジタル化の推進

2019.11月 ｱﾊﾟﾚﾙ自動倉庫・RFID利用

〇施設見学会 〇事例研究：入荷検品レス（食品卸売業）

資料提供：日本パレットレンタル・加藤産業様

〇物流標準化とデジタル化は車の“両輪”であると言えます。同時に着手しなければ前に進みません（期待する効果が発揮されません）。
〇様々なサプライチェーンにおいて、発荷主側（メーカー）と着荷主側（卸売）の異なる視点から効果を上げている事例研究を進めてます。

2017.10月AGV(自動搬送車）
飛島コンテナふ頭㈱
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・自然災害時における
物流業のＢＣＰ作成ガイドライン
<第2.0版>(2020)

・新型コロナウイルス対応動向
調査（２０２０．９月）

・長距離トラック輸送（例：東京⇔九州間）、
・鉄道輸送へのリレー
・RORO船へのモーダルシフト
・ダブル連結トラック通常運行（2019～）、隊列走行（2021？～）

～第21回物流環境大賞受賞(2020)より～

２．あるべき方向性③ 持続可能な物流への変革

持続可能な

物流への

変革

①

SDGsを推進
する物流

②

附帯作業の

明確化

③

現場作業を
含む働き方
改革

④

ＢＣＰ作成

の促進

⑤

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ
の推進

トラック幹線輸送手荷役実態
アンケート調査 H28(物流連調べ）

タブレット端末等によるペーパーレス、
搬出作業の効率化への取組み e.t.c.

・ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨWTを設置（2020～）

・ﾜｰｸ ﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽの実現
（ﾃﾚﾜｰｸ 導入ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ(2018)）
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・ﾊﾟﾚｯﾄ、外箱ｻｲｽﾞの標準化
→結節点での負担軽減、働き方を変えてのｻｰﾋﾞｽ提供
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化への前提条件

・翌日＋αでの配送、一定ﾚﾍﾞﾙの在庫、生産/保管の多様化
→ﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ、持続可能な物流へ

2018/5/24 ALCﾈｯﾄﾜｰｸの会 講演資料

３．実現に向けての方法論

①物流ｻｰﾋﾞｽ

あり方の見直し

・物流業界の魅力発信（社会、若年、学生）、ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ推進

→人材多様化

・物流ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化に対応するIT人材の内部育成、再教育

→高度物流人材（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化）

②物流人材の

育成・採用

・産学官の連携

→ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ全体の改革へ

• 同業者、異なる輸送ﾓｰﾄﾞ、製造・流通・物流間の連携
→ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟでの物流改善

③競合から

協調・連携へ
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2018/5/24 ALCﾈｯﾄﾜｰｸの会 講演資料ご清聴ありがとうございました。
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